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ごほ用になる前 I 



まを上のごを意 


正しくち全にお使いいただくため、ご使 
用の前に必ずよ < お読みください。 

この取あ説明書および製品への表示で 
は、製品を安全に正しくお使いいただき、 
あなたや他の人々への危害や財産への損 
害を未然に防止ずるために、いろいろな 
絵表示をしています。その絵表示と意巧 
は次のようになっています。 

内容をよく理解してから本文をお読みく 
ださい。 


給表示の例 

図の中やを傍に具体的な禁止内容が 
巧かれています。 


A 


感電ミ主意 


A 記号はま意〔危険-警告を含む）を 
促ず内容があることを告げるものです。 




分解禁止 


0記号は禁止の行為であることを 
告げるちのです。 


を 


電源プラグを 
コンセントか6抜く 


I 記号は行為を強制したり指示したりする 
内容を告げるわのです。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、 

人が死 t または重傷を負う可能性が想走される内容を示していまず。 


€ 


万一異常が発生した6、 
電源プラグをすぐに抜く 

煙や異臭、異音が化たとき 


電源 プラグを 
コンセント •落としたり、破損したとき 

から抜< •機器内部に水や金属類、燃えやずいも 
のなどが人ったとき 

そのまま使用すると、义炎•感電の原因となりま 
ず。ずく‘に本体と接続している機器の電源を切り、 
必ず電源プラグをコンセントか6抜いて、安全を 
確認してか6販売店にご速絡 < ださい。 

お客様じよる修理などは危険でずので絶対におや 
めください。 


〇 

必ず実施 


ご使用は正しい電源電圧で 

表示された電源電圧 W 外で使巧しないで 
ください。 

义災-感電の原因となります。 


〇 


必ず実施 


電源コードは大切に 

電源コードを傷つけたり、破損したり、 
力□エしたりしないでください。また、重 
いものをのせたり、加熱したり、引っ張っ 
たりずると電源コードが破損し、义雖- 
感電の原因となります。 

電源コードが傷んだら、すぐに販売店に 
交換をご依頼ください。 


〇 電源プラグの巧および巧の付お 
にほこりや金属物が付着してい 

必ず実施 るときは 

電源プラグをコンセントか6抜いて、乾 
いた布で取り隙いてください。そのまま 
使用すると义炎 • 感電の原因となります。 




义やおをおづけない 

本機の上でろうそくを灯ず-クバコの陕 
皿を使用するなどの义やがの発生してい 
るものを置かないでください。义災の原 
因じなりまず。 


Q 


禁止 


巧部に水などの液体や異物を入 
れない 

機器内部に水などの液体や金属類、燃え 
やすいものなどを差し込んだり、落とし 
込んだりしないでください。 

义炎•感電の原因となりまず。 

特にお子様のいるご家庭ではごを意くだ 
さい。 


水滴や水しぶきのかかるところ 
に置かない 

雨天-降雪中•海岸-水辺での使巧は特 
禁止にごま意ください。 

水がかかったり、濡れた状態で使用ずる 
と义炎、感電の原因になりまず。 


接触禁止 

A 


使巧中、使用直後に高温となる 
部巧には触6ない 

ホ妾角*な止使用中、使用直後は上面や高温ま意マー 
クの付おには触れないでください。 

機器の放熱のために高温となっており、触 
れた場含にやけどをずる恐れがあります。 


局;皿ま思 


0 


禁止 


乾電池は巧電しない 

電池の破裂•液漏れじより、义災•けがの 
原因となります。 




ねじを化したり、 

巧解や改造したりしない 

巧部には電圧の高い部分がありまずの 
で> 义巧•感電の原因となります。 
内部の点検' 調整' 修理は販売店じご依 
頼ください。 




接触禁止 


雷が鳴り出したら 

機器皆電源プラグには触れないでくださ 
い。 

感電の原因となります。 


水場での 
巧用禁止 


風呂-シャヮー室では 
使用しない 

义炎-感電の原因となります。 



この機器の上に巧瓶-植木鉢 • 
コップ-化粧品-薬品や水など 
水め h が入った容器、およびルさな金 
禁4属物を置かない 

こぼれたり、中に人った場合，义炎•感 
電の原因となりまず。 


: r 巧巧 n 々か到 n 


附み游諭 


腑み媪な 
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A .3；=. この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、 

/ I \ /と / Sn 人が軽傷を負う可能性が想をされる内容および物的損害のみの発生が想をされる巧容を示していまず。 


A 

ミ主意 

0 


禁止 


付属の電源コードを使用する 

他の機器の電源コードを本機に使巧しない 
でください。 

また、付属の電源コードは本機 W 外には使 
巧しないでください。 

電流容量などの違いじより义雖 • 感電の原 
因となることか’ありまず。 

〇 電源コードは確実に接続し、 
束ねたまま使用しない 

電源コードを接続ずるときは接続 □ じ確 
実に差し込んでください。差し込みが不 

0 完全な場合、义雖•感電の原因となるこ 
とがありまず。 

根元まで差し込んでもゆるみがあるコン 
セントには接続しないでください。その 
場含、販売店や電気工事店にコンセント 
の交換を依頼してください。 

また、電源コードは束ねたまま使用しないでくだ 
さい。発熱し、乂災の原因となることがあります。 


0 電源コードを 

熱器具にお付けない 

& コードの被ふくが溶けて、义炎•感電の 

原因となることがありまず。 


Q 

禁止 


電源プラグを抜くときは 

電源コードを引っ張6ずに'必ずプラグを 
持ってあいてください。コードが傷つき、 
义楽-感電の原因となることがあります。 


(§) 

姑れ手禁止 


濡れたまで電源プラグを 
抜き差ししない 

感電の原因となることがあります。 


這 


すぐにコンセントから電源プラグを 
抜くことができるようじ設置する 

電源のスイッチを切ってもコンセント 
■^ぉか6は完全(こ遮断されていません。 
コンセント万一の事故防止のため、本機をコンセ 
から抜くントの近くに置き、ずぐにコンセント 
か6電源プラグを抜くことができるよ 
うじしてください。 


〇 

おず実施 


機器の接続は説明書をよく読ん 
でから接続する 

テレビ-オーディオ機器-ビデオ機器な 
どの機器を接続ずる場合は、電源を切り、 
各々の機器の取撒説明書にがつて接続し 
てください。 

また、接続には指走のコードを使巧して<ださい。 
指定 W 外のコードを使用したり、コードを延長し 
たりすると発熱し、やけどの原因となることがあ 
ります。 


電源を入れる前には 
音量を最小にする 

突然大きな音が化て、聴力障害などの原 
因となることがあります。 


0 長時間音が歪んだが態で 
使用しない 

^ スピーカーが発熱し、义災の原因となる 

不 ことがあります。 


Q ヘッドホンを使用するときは 
音量を上げすぎない 

^ 耳を刺激ずるような大きな音量で長時間続 

W けて闇くと、聴力に悪い影響を与えること 
がありまず。 


〇 

必ず実施 


禁止 


不安定な場巧に置かない 

く‘6ついた台の上や傾いたところなど不 
安定な墻所に置かないでください。落ち 
たり倒れたりして、けがの原因となるこ 
とがありまず。 


Q 次のような場巧には置かない 

乂楽‘感電の原因となることがあります。 
W • 調理台や力日湿器のそばなど油煙や湯気 
^ が当たるようなところ 

• 湿気やほこりの多いところ 
• 直射日光の当たるところや嚴房器具の 
おくなど高温じなるところ 


〇 

必ず実施 


壁や他の機器から 
少し離して設置する 

放熱をよくするために、化の機器との間 
は少し離して置いてください。ラックな 
どじ入れるときは、機器の天面や背面か 
ら少し隙間をあけてください。内部に熱 
がこもり、义災の原因となることがあり 


ます。 


0 

禁止 


通風孔をふさがない 

内部の温度上昇を防ぐため、通風孔が 
開けてあります。次のような使いかた 
はしないでください。内部に熱がこも 
り、义災の原因となることがありまず。 


•あお向けや横倒し、逆さまにずる 
• 押し入れ•専用のラック W 外の本箱など風通し 
の悪い狭い場所に押し込む 
•テーブルク□スをかけたり、じゆうたん•布団 
の上に置いて使巧する 


〇 

'必ず実施 


0 


禁止 


電池を交換するときは 

•極性表示にミ主意し、表示通りに正しく 
入れる 

• 指定 W 外の電池は使巧しない 
• 新しい電池とちい電池を混ぜて使巧し 
ない 

間違えると電池の破裂•液漏れじより、义 
炎-けがや周囲を汚損する原因となること 
がありまず。 


Q この機器に乗ったり、 
ぶら下がったりしない 

特に幼いお子様のいるご家庭では、ごを 
成 意ください。倒れたり、壊れたりして、 
けがの原因となることがあります。 


禁止 


重いものをのせない 

機器の上に重いものや外枠からはみ化る 
ような大きなものを置かないでくださ 
い。バランスがくずれて倒れたり、落下 
して、けがの原因となることがありまず。 


€ 


移動させるときは 

まず電源を切り，あず電源プラグをコン 
セントか6巧き，か部の接続コードをタト 
電源プラグをしてか6おこなって<ださい。コードが 
ン、ちント傷つき，义巧•感電の原因となることが 
あります。 


長期間の化出•旅行のとき、 
またはおま入れのときは 

ま全のためあず電源プラグをコンセント 
電源プラグをか6巧いて<ださい。义炎-感電の原因 
となることがあります。 


A 5年に一度は巧部の掃除を 

販売店などじご相談<ださい。内部じほ 
こりがたまったまま、長い間掃除をしな 
いと义がや故障の原因となることがあり 
まず。 

特に> 湿気のをくなる梅雨期の前におこなうと， 
よリタカま的です。なお，巧部の掃除費用じついて 
は貝ぶ売店などにご相談 < ださい。 
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パワーアンプダイレクト端子の接続 

PRE OUT 端子の接続 . 

リモートコント□—ル端子の接続… 


再生前の準備 . 

電源をオンにずる . 

電源をスタンバイじずる • 
電源をオフにずる . 

接続した機器を再生する……… 

ソースダイレクトで再生ずる 
音声をミュートずる . 

へッドホンを1吏って聴く . 

録音する . 


巧用操作 . 14 


才ートスタンバイモードの設定のしかた . 14 


まを上のごを意 . 

付属品じついて . 

本機の特長 . 

PM 7004と PM 8004の特長 

PM 8004の特長 . 

取り扱い上のごを意 . 

設置の際のごを意 . 

携帯電話使用時のご注意'…'… 

結露（つゆつき）について . 

お手入れについて . 

リモコンじついて . 

乾電池の入れかた . 

リモコンの巧いかた . 

ち部の名前 . 

フ□ントパネル . 

リアパネル . 

リモコン . 


準備 . 

接続に使用ずるケーブル . 

接続する機器じついて . 

スピーカー①接続 . 

スピーカー ケーブルを接続ず る 
スピーカーの 接続 . 

再を機器の接続 . 

録音機器の接続 . 

電源コードの接続 . 


付属品について 


ご使用の前じご確認ください。 



因 


本書に使用しているイラストは、取り扱い方法を説明するためのわの 
で、実物とは異なる場含があります。 
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本機の特長 


PM 7004 と PM 8004の特長 

PM 8004の特長 


トライ.1ン.コント□—ル 

ほ音域、高音域に加え、新たに中音域の強弱調整が可能な 
トライ-トーン-コント□-ル機能を搭載していまずので、 
ソースやシステムにあわせてよリ自由な音質調整をずるこ 
とができまず。 

I 


フルディスクリート•電流帰還型アンプ 

本機のプリアンプとパワーアンプにはディスクリート部品で 
構成されたマランツ独自の電流帰還型回路を探用していま 
ず。上級機で巧った最新の技術を取り入れた八イスピード 
アンプでず。 

I 


HDAM - SA 3 テクノロジー 

電流帰還型プリアンプとパワーアンプの要となる電圧/電 
流変換回路部には、上級機 SC -11 S 1 で開発されたアンプ 
モジュール HDAM - SA 3 と同等の回路を搭載していまず。 

I 


CD ダイレクト-バッファー-アンプ 

CD 入力端子には端子の直近に CD 専用の入カバッファー 
アンプを搭載していまず。このバッファーアンプはディス 
クリート構成の高まバッファーアンプで、左ちチャンネル 
の干渉を防ぎ信号を忠実にプリアンプじ伝をしまず。 

I 


ステレオ音のエチケット 

隣近所への配慮（おもいやり）を十分じいた 
しまし よつ。 

特に静かな夜間は、かさな音でも通りやず 
いものでず。夜間の音薬鑑賞じは、特に気 
を配りましょう。 


昼 

I 音のエチケット1 


瞬時電流供給能力の向上 

スペックが同じアンプでも音質が達うことは一般的に巧6 
れていまずが、マランツではその原因をスピーカーのドライ 
ブ能力の達いにあると考えていまず。本機のパワーアンプ 
は瞬圍的に25アンペア W 上の電流を流ず能力を持っていま 
ずので、スピーカーを強力にドライブしまず。 


ショー ト-パワ ー • ライン-レイアウト 

骑時電流供給能力を向上させるためじ電源回路とパワーア 
ンプの化力段を一体化したショートパワーラインレイアウ 
卜を操用していまず。このレイアウトは大電流ラインを最 
短で結び、左ち対称になるよう配置していまず。 


じ(下は PM 7004に比べ PM 8004がグレードアップしている 
項目でず。 

フルディスクリート•電流帰還型 PHONO イコライザー I 

MM 力ートリッジ用フォノイコライザーアンプには、上級 
機 PM -11 S 2 と同様のコンスタント-カレント•フイード 
バック型 PHONO イコライザーを搭載しました。 


2重シールド-卜□イダルトランス 

電源トランス特有の振動と漏巧磁束の少ない卜□イダル型 
電源トランスを搭載しました。特に音質に悪影響を及ぼず 
漏巧磁束をかえるため、外周にコアリングとシヨートリン 
グの2重シールドを施していまず。 


大容量ブ□ック電賴コンデンサ 

パワーアンプ用電源回路には18000 y F の大容量コンデ 
ンサを搭載し、プリアンプ用電源回路には4700 y F のコ 
ンデンサを搭載していまず。 


^高性能ボリユーム 

^ 高音質コンデンサ 

^ダブルレイヤードシヤーシ 

^ 高級スピーカー端子 
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取り扱い上のごを意 I リモコンについて 


設置のおのご縮_ 

放熱のため、本機の天面、後面および両側面と壁や他の AV 
機器などとは十分に離して設置してください。 



《 30 cml ：: Lt 離ず 


携帯電話巧用時のご縮 


本磯のおくで携帯電話を使用ずると、雑音（ノイズ)が入ること 
がありまず。携帯電話は本機から離れた位置でお使いください。 

結露(つゆつき)について 


本機を寒いところから急に暖かいところに移動させたり、本機 
を設置した部屋の温度を暖房などで急に上げたりずると、内部 
に水滴ががくことがありまず(結露)。結露したまま本機を使用 
ずると、正常に動作せず、故障の原因となることがありまず。 
結露した場合は、本機の電源をオフじしたまま1〜2時圍放 
置してから使用してください。 

お手入れについて 


•キャビネ、ソトや操作パネル部分のミちれを拭き取るときは、や 
わらかい巧を使用して堅く拭き取ってください。 

•化学ぞうきんをご使用の際は、そのを意書きに従って<ださ 
い。 

• ベンジン、シンナーなどの有機溶剤および殺虫剤などが本機 
に付着ずると、変質や変をの原因になりまずので使用しない 
でください。 


朔おの入れかた 


①裏ぶたを矢印の方向に引き②単4お乾電池 (2 本)をそれぞ 
上げる。 れ乾電池収納部の表示とお 

りに入れる。 




③裏ぶたを元のとおりにずる。 

• リモコンじは単4お乾電池をご使巧ください。 

• リモコンを本磯のおくで操作して本機か•動作しないときは，新しし质 
電ミせと交換してください。（イ寸属の乾電池は動イ乍®認巧でず。早めに 
新しし带電池と巧奥してください。） 

• 乾電池を入れるときは，リモコンのを電池収納部の表示どおりに面 
側•©側を合わせて正し<入れて<ださい。 

•破損-巧漏れの恐れがありますので， 

•新しし质電池と使巧した乾電池を窓ぜて使用しないで< ださい。 

• 違う種類の乾電池を窓ぜて使用しないで< ださい。 

• 乾電池は充電しないでください。 

• 乾電池をショートさせたり，分解や力□熱> または义にお入したりし 
ないでください。 

•電池を直射日光のあたるところや暖房器具のおくなど高温になると 
ころに置かないでください。 

•万一、乾電池の液漏れがおこったときは、乾電池収納部内じついた 
液をよく拭き取ってから新しい乾電池を入れて<ださい。 

• リモコンを長時間使巧しないときは、乾電池を取り化してください。 

• 不要になった乾電池を廃棄するときは、お住まいの地域の条例じした 
がって処理をしてください。 


リモコンの巧いかた 

リモコンはリモコン受光部に向けてお使いください。 



リモコン受光部に直射日光やインバーター式壁光なの強い光またはホ 
外線が当たると、誤動作をしたり、リモコンが操作できなくなる場合 
があります。 


: r 巧巧 n 々か到 n 


附みお諭 


腑み颠な 


司巧游^711 


司巧颠巧 
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各部の名前 


各部のはたらきなど詳しい説明じついては、 （） 内のページをご覧ください。 


フ□ント八ネル 



〇電源スイッチ 

( ON / OFF ). (じ) 

©スタンバイ表示 ( STANDBY ) . りの 

本機の状態じより次のように変わります。 

•電源オン時： 消财 

• 保護回路動作時：赤色(点減） .(10) 

•スクンバイ時： 赤色 

•電源オフ時： 消财 

©入力切り替えつまみ 

(INPUT SELECTOR ).(13) 

〇入力表示 .(12) 

@ミューティング表示 ( MUTE ) . (13) 

©音量調節つまみ ( VOLUME ) . (12,13) 

0リモコン受光部 . (7) 

©バランス調節つまみ 

( BALANCE ). (12,13) 

〇ソースダイレクトスイッチ/表示 

(SOURCE DIRECT ). 〔13) 

⑩高音調節つまみ ( TREBLE ) . (12,13) 


のパワーアンプダイレクトスイッチ/表示 

(POWER AMP DIRECT ).(13) 

の中音調節つまみ （ MID ).(12.13) 

® スピーカー切り替えスイッチ/表示 

(SPEAKERS A / B ).(13) 

の低音調節つまみ （ BASS ) . (12.13) 

へッドホン端子 ( PHONES ) . (13) 

低音調節つまみ、^^中音調節つまみ、 ® 高音調 
節つまみ、©バランス調節つまみは、©ソースダイ 
レクトがオフのときに調節できます。 
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リアパネル 

□ PM 8004 


0 60 〇 @ 〇 〇 



® ® 0 ® 0 〇 



OPHONO 入力端子 .(11) 

©PHONO GND 端子 .(11) 

©PRE OUT 端子 . 〔14) 

〇 POWER AMP DIRECT 入力端子…… り 3) 
© スピー カー端子 

(SPEAKERS SYSTEM A / B ) •…. (10,11) 

0 REMOTE CONTROL 端子 . 〔14) 

0 AC インレット （AC IN ). 〔12) 


©AC アウトレ ッ ト （AC OUTLET ) .…… (12) 


© RECORDER -2 入出力端子 . （11) 

⑩ RECORDER -1 入出力端子 .(11) 

の AUX/DVD 入力端子 .(11) 

の TUNER 入力端子 .(11) 

®CD 入力端子 .(11) 














































































































































































































IJ モコン 


o - 

か 

か 


SOURCE、, I - POWER - 1 SOURC 

巧ろ 6 5 



RECORDER 1 i - RECO 

〔CD-R) い APE) 

•空 一 运—頌 

• • MUTE _ 

な© 



0 ソースダイレクトボタン 

(SOURCE DIRECT ). 

_0 © 入カソース選択ボタン . 

€1入カソース切り替えボタン 

(INPUT ▲/▼). 


ののの 
心心 

(CLEAR) I 0 1 ^MEMO ) 

DISPLAY PTY F.DIRECT T.MODE 
0000 



本磯に付属のリモコンは、本機の操作のほかにマランツ製の 
CD プレーヤー、チューナー、 DVD プレーヤー、テープ デ、ソ 
キの操作ができまず。（「マランツ製品の操作について」（囑=9 
ページ)をご覧ください。） 

〇電源ボタン . ( 12 ) 

•POWER ON ボタン 
•POWER OFF ボタン 
•SOURCE POWER ボタン 

電源スタンバイ機能があるマランツ製品の電源をオンまたはスタン 
パイに切り替えることができます。 


•(13) 
… （9) 


•(13) 


•(12.13) 


0 ブレーヤーなどを操作するボタン 

0音量調節ボタン . 

• MUTE ボタン 
•VOLUME +/- ボタン 

, □ マランツ製品の操作について 
操作のしかた 

1操作する機器の©入カソース選おボタンを押す。 

• リモコンの操作モードが，選択した機器の操作モードに切り替わります。 
• 本機のファンクションが切り替わります。 

2 機器の操作をおこなう。 

• 操作できるポクンはちの表をご覧<ださい。 


图 


• リモコンの©入カソース選択ボタンは、本機の入カソースの選択と、 
リモコンの操作モード切り替えを同時におこないます。 

• 本機のリモコン操作は、設をしているリモコンモードにかかわ6ずお 
こな元まず。 

• ご使用の際は、各機器の取撒説明書もあわせてご覧ください。 


•ホのリモコンのボタンをとそのボタンを押して選ばれる入カソースを 


は次のように異なりまず。 


リモコンのボタンち 

入カ ソースち 

AUX または DVD 

AUX/DVD 

CD-R 

RECORDER ! 

TAPE または MD 

REC 0 RDER 2 


さ部のを前 


CD プレーヤー操作 


DVD プレーヤー操作 


SOURCE I- POWER - 1 SOURCE 

口;。巧 加 戸 ER 

I PHONO) ( CD ) 1 AMP 1 

I TUNER 1(AUX )1 DVD 1 

RECORDER 1 i - RECORDER 2 - 1 

〔 CD-R) ("tape) r MD J 

& 回 

CD の GD 

® "U 化 

© 0 

I 扣 M/A.TUW MENU 



ののの 
ののの 
ののの 

(CLEAR I ( 。 ）（ MEM 。） 
DISPLAY PTY F.DIRECT 'T.MODE 
0000 


操作ボタン 

機能 


頭出し 

■ 

停止 

► 

再ち 

II 

一時停止 

0-9 

巧の選択 

T.MODE 

サウンドモード 
の選択 


チューナー操作 


操作ボタン 

機能 

P . SCAN / 

A.TUNE 

プリセット 
スキャン 

A / TUNE + 

選巧（アップ） 

▼/ TUNE - 

選曲（ダウン） 

◄/ PRESET - 

ブリ七ット 
チャンネルの選択 

►/ PRESET + 

プリ七ット 
チャンネルの選択 

BAND 

FM/AM 受信 
バンドの切り替え 

0-9 

数値の入力 

CLEAR 

メモリーや 
入力内容の消去 

MEMO 

プリセット局番号 
の登録 

F.DIRECT 

ダイレクト選局 

T.MODE 

オートステレオ 
/モノラル切り替え 


脚説 

一部のマランツ製のチューナーでは> 
機能通りの動作をしない場合があり 
まず。 


操作ボタン 

機能 

M ィ 

頭出し 

■ 

停止 

► 

再生 

II 

一時停止 

MENU 

メニュー表示 


力ーソル操作 

ENTER 

お定 

0-9 

数倡の入力 

DISPLAY 

ディスク情報の 
表示 


テープデッキ操作 


操作ボタン 

機能 

1 一 

巻き戻し 

►►1 

早送り 

■ 

停止 

► 

再ち 

II 

一時停止 

CLEAR 

カウンターの 

リセット 


谢巧 n 々か到 n 


附み游說 


腑み颠を 




司巧肅巧 
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基本接続 



• すべての接続が終わるまで、電源プラグをコンセントじ差し込まない 
でください。 

• 接続ずる機器の取撒説明書わおずご覧ください。 

•左ちのチヤンネルを確かめてか6、正しく L とし R と R を接続して 
ください。 

• 接続ケーブルは、電源コード咕スピーカーケーブルを一縄に束ねない 
でください。雑音の原因じなります。 

• PHONO 端すは非常に感度の高い端子ですので、レコードプレー中一 
を接続しないで音量を上げないでください。接続せずに音量を上げた 
場合、"ブーン"という音が スピーカーから 化ることがあ りまず。 


お続ずる機器について 


SA (スーパーオーディオ）ソース再生時のごま意 

SA ソース （ DVD オーディオ、スーパーオーディオ CD などの可聴帯域を越える高域成分を含んでいるソース）じ対応していないスピーカーを 
接続する塌合は、プレー中一 （ DVD プレーヤー、スーパーオーディオ CD プレーヤーなど）の特性をスピーカー（またはアンプ）に合わせて設 
定してください。 

SA ソースの再生時に音量を上げすぎると、スピーカーを損傷することがあります。プレー中一の設ちじついては、プレーヤーの取撒説明書 
をご覧ください。 


スピーカーの接続 


準備 


接続にほ。ずるケーブル 


スピーカーケーブルを巧続ずる 

本磯とお使いになるスピーカーの左チャンネル （ L )、 ちチャンネ 
ルの)、 +( 赤)、 -( PM 8004(白)） （ PM 7004(黒)）をよく確認 
して同じ極性を接続してください。 


ご使用じなる機器に合わせて、ケーブルをご用意ください。 



イスピーカーケーフル巧端の被覆を <_ 

'10mm 程度はがし、芯線をしっか 1 

りよじるなど端末処理をおこなう。 f 


勺スピーカー端子を左に回してゆるめ ぐ N 

2 る。 # 

〇スピーカーケーブルの芯線をスピー 
d 力一端子の根元じ差し込む。 喻 

1 

八 スピーカー端子をちに回してしめ ^ IK 

4 る。 # 



• 接続の際、スピーカーケーブルのお線が端子からはみだして他の端子 
じ接触しないようじしてください。またスピーカーケーブルのお線ど 
うし、および芯線がリアパネルやねじに接触しないようにごま意くだ 
さい。故障の原因となりまず。 

•通電中は絶対にスピーカー端すに触れないでください。感電ずる場 
合がありまず。 

□保護回巧について 

次のときに保護回路が動作しまず。 

• スピーカーケープルのお線がリアパネルやねじじ接触したり、スピー 
力ーケーブルの+、一側が接触しているとき 
• 本機の周囲の温度が異常に高くなったとき 
• 長時間大化力で使巧して巧部の温度が上昇したとき 
保護回路が®)作ずると、スピーカー化力は遮断され、電源表示が赤色 
じ点滅しまず。このような場合は、電源コードを抜いてか6スピーカー 
ケーブルや入カケープルの接続を確認してください。 

また、本機の温度が極端に上がっている場合は、本機がをえるのを待 
ち、周囲の通風状態を良くしてください。そのあと、もう一度電源コー 
ドを入れ直してください。 

本機の周囲の通風や接続に問題がないのじも関わ6ず、保護回路が動 
作ずる塌合は、本機が故障していることも考えられまずので、電源を 
オフにした上で、当社の修理相談窓□じご速絡ください。 


バナナプラグの場合 

端子をちに回して締め付けてか 
ら差し込む。 



10 






























スピーカーの 接続 


スピーカーの巧続 


•SPEAKERS A 端子と B 端すからは同じ信号を化力しまず。 

•スピーカーを1おのみ接続ずるときは 、 SYSTEM A / B 端子のどちらかじ接続してくださし、 


スピーカー A 1 


スピーカー B 1 



□ スピーカーのインピーダンスについて 

スピーカーの使用状況に応じてスピーカーのインピーダンスは次の範囲のちのをお使いください。 


接続するスピーカー端す 

使用するスピーカーの 
インピーダンス 

A 

4-16 0 

巨 

4-16 0 

A と B の両方 

8-16 0 


接続できるレコードプレーヤーのカートリッジは、 MM クイプでず。 MC カートリッジをお使し) 
になる場合は、ステップアップトランスなどをお使いください。 

• アース 線を接続ずると雑音が化る場合がありまず。このような場合は アース 線を接続しないで 
ください。 

レコードプレーヤー 



レコーダ ー 1 









® ® 




録音機器の接続 


再生機器の接続 


: r 巧巧 n 々か到口 


腑み滿な 


司巧游^711 


司巧颠巧 
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電源コードの巧続 


基本操作 


ずべての接続が終わってから、電源コードを接続してください。 


電源つンセント 

AC 100 V 、50/60 Hz 



電源コード 
(付属） 


お励冒 


化の AV 機器 
の電源コード 


□ AC アウトレツトへの接続について 

本機の AC アウトレツトから他の AV 機器に電源を供給ずるこ 
とができまず。 


UNSWITCHED 饼連動） 

本機の電源のオン/スクンバイにかかわらず、電源を供給しま 
ず。 

消費電力が最大 100 W り A ) までの AV 機器を接続できまず。 


A 警告 

絶対許容電力 W 上の機器を接続しないでください。許容電力 
W 上の機器を接続ずると、义お-感電の原因となります。 


•電源プラグは確実に差し込んでください。不完全な差し込みは、雑音 
発生の原因じなります。 

• AC アウトレツトへは、 AV 機器の電源プラグを差し込んでください。 
ドライヤーなど AV 機器じ(みの電源として使巧しないでください。 




取扱説明書のボタンちの表示じついて 


本体とリモコンの両方じあるもの 

本体のみじあるもの- 

リモコンのみじあるちの- 


* BUTTON 
<BUnON> 
[BUTTOIM] 


<INPUT SELECTOR 〉 <P0WER AMP DIRECT 〉 VOLUME 




[POWER OFF ] 


[POWER ON ] 


VOLUME 

[ MUTE ] 


巧生前の準備 


VOLUME で音量を最ルにする。 


< BASS >、< MID >、< TREBLE > および 
< BALANCE > を中央の位置じする。 


電源をオンにずる 


<0 N /0 FF > を巧す。 

• 電源がオンになりまず。 

•違択している入力表示が点なしまず。 
•数秒後に再生可能な状態じなりまず。 


電源をスタンパイにずる 


[POWER OFF ] を押す。 

• 電源がスタンバイ状態じなりまず。 

• スタンバイ表示が赤色に点なしまず。 


因 

• スタンパイ状態から再び電源をオンじずるには [POWER ON] を押 
して < ださい。 

• スタンパイ中に <INPUT SELECTOR 〉 を操作しても電源がオンにな 
U まず。 

SB 

電源をスタンパイ状態じしても、一部の回路は通電していまず。長期 
間の外おやご旅巧の場合は、 <0N/0FF> を押して電源をオフにするか、 
電源プラグをコンセントからあいてください。 

電源をオフにずる 


<0 N /0 FF > を巧す。 

• 電源がオフじなりまず。 

• ずべての表示が消なしまず。 
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巧続した機器を巧生ずる 


<INPUT SELECTW 〉 または [INPUT ん ▼] で再 

ちす るソースを 選ぶ。 

選んだソースの入力表示が点好しまず。 

【選おできるソース】 


PHONO 

TUNER 

1 CD 1 

AUX/DVD 

RECORDER-1 

RECORDER-2 



• リモコンの入カソース選択ボクンを押して、人カソースを 
選ぶこともできまず。 

•選んだ入カソースは電源をォフにしたあとも記憶され、電 
源を再び入れたときも同じソースが選ばれまず。 


2 

3 


《SPEAKERS A / B > を押して、再ちするスピー 
力一を選ぶ。 

選んでいるスピーカー表示が点なしまず。 

ソースを再まする。 
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VOLUME で音量を調節する。 


音質を調節する 

•< BASS > ほ音を調節ずる。 

•< MID > 中音を調をずる。 

•< TREBLE > 高音を調をずる。 

•< BALANCE > 左ちの化カバランスを調をずる。 

ソースダイレクトで再生ずる 

音声信号が音質調節回路 ( BASS / MID / TREBLE / 
BALANCE ) を通らなしがめ、より原音に忠実な再生ができ 
ます。 

SOURCE DIRECT を押す。 

ソース ダイレクト表示が点なしまず。 


音再を S ュートずる 


音声の化力を止め、消音ずることができまず。 

[ MUTE ] を押す。 

•ミュート表示が点なしまず。 

•わう一度押ずと、音が化まず。 

•ミュート中にリモコンの [ VOLUME ] を操作しても音が化 
まず。 


へッドホンを使って聴く 


へッドホンのプラグをへッドホン端子に差し込む。 

•へ、ソドホンを使用ずるときは、 《SPEAKERS A / B > を押し 
てスピーカーの化力をオフにして<ださい。 

音量を調節する 

VOLUME で音量を調節する。 


へッドホンを巧用するときは，音量を上げずぎないようにを意して 
<ださい。 


録音ずる 
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<INPUT SELECTW 〉 または [INPUT ん ▼] で録 

音す るソースを 選ぶ。 

録音機器を録音げ態にする。 
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録音するソースの再生をはじめる。 

ソースの再生に合わせて録音をはじめます。 


応用接続 


パワーアンプダイレクト端子の接続 


プリアンプをお持ちの場合は、図のように接続ずると本機をパワー 
アンプとして使用できまず 

< P 0 WER AMP DIRECT > を3砂] U 上押す。 

押すたびにパワーアンプダイレクトモードが切り替わります。 


バワーアンプダイレクトモード 

"オン" ィー 


パワーアンプダイレクトモード 

-► ‘‘オプ’ 


(パワーアンプダイレクト表示点の）（パワーアンプダイレクト表示ミ肖な） 

オン：パワーアンプダイレクト端すじ接続している機器を再生し 
まず。 

オフ ： INPUT SELECTOR で逞んでいるソースを再生しまず。 


プリアンプ 


スピーカー 




へ 
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冒 


国 

音質の調節をおこなうときは SOURCE DIRECT をオフじしてくだ 
さい。 


•パワーアンプダイレクトモードをオンにずると、本機の音量、パランス、 
トーンの調節は無効じなりまず。それらの調節は本機に接続しているプ 
リアンプでおこなってください。 

>パワーアンプダイレクトモードをオンじずると、本機の音量は最大にな 
りまず。再生する前に入力側の機器の化カレべルを確認し、音量を調節 
してください。 
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PRE OUT 端子の接続 


リモートコントロール端子の接続 


応用操作 


パワーアンプをお持ちの場合は、図のようじ接続ずると、本機 
をプリアンプとして使用できまず。 

スピーカーシステムの 接続に関しては、ご使用じなるパワーア 
ンプの取扱説明書をご覧<ださい 

パワーアンプ 



脚 M 

• PRE OUT 端子にショートピンプラグを装着しないで<ださい。さ女 
障の原因じなります。 

• PRE OUT 端子は、へッドホン使巧時にも信号が化力されます。 


本機にマランツ製オーディオ機器を接続して使用ずるときに、 
本機から各機器に操作信号を送り各機器が動作しまず。 

弧続 

接続ずるマランツ製オーディオ機器に付属しているリモート接 
続ケーブルで、本機の REMOTE CONTROL OUT 端子と接 
続ずる機器の REMOTE CONTROL IN 端子を接続しまず。 

設定 

接続している機器の背面じあるリモートコント□ールスイ、ソチ 
を" EXTERNAL " または" EXT ." じしまず。 

•接続している機器はリモコン受光部の受信を停止しまず。 
•接続している機器を操作ずるときは、リモコンを本機のリモ 
コン受光部に向けて操作してください。 


フ 




m 

棒‘ 


UNSWITCHED 
1 OOW 1 A MAX 
1 OOV~ S0/60HZ 


入力 


m 

OUT 


REMOTE CONTROL 




出力 


CD プレーヤー 


オプションユニット 
(リモコン受光ユニットなど） 


オートスタンバイモードの設定のし 
かた 


オートスタンバイモードをオンにずると、約30分じ(上スピー 
カーまたはへ、ソドホンから出力しない状態が続いたときなど 
じ、本機は自動的にスクンバイになりまず。 


(SOURCE DIRECT) 



< S 0 URCE DIRECT 〉 を約5秒間巧す。 

オートスタンバイモードのオンとオフが切り替わりまず。 

オートスタンバイモード オートスクンバイモード 

"オフ’’ -^ "オン" 

[スタンバイ表示1回点滅） （スタンバイ表示3回点滅） 

備説 

操作はフ□ント八°ネル側のボタンでおこなってください。リモコンの 

[SOURCE DIRECT ] では操作てきません。 


国 

• オートスタンバイモードの初期設定はオフです。 

• オートスタンバイモードは次の状態が30分間続いたときにも、自動 
的にスタンパイ状態になります。 

•選んでいる入カソースからの入力がないとき 
• リモコンの操作がないとき 

•<SPEAKER A / B >、< P 0 WER AMP DIRECT >、< S 0 URCE 
DIRECT〉<INPUT SELECTOR 〉 の操作がないとき 
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用語の解説 


サ 


ノ\ 


rmim 


と思った5 


スピーカーインピータンス 

交流あ抗値のことで、 CK オーム）という単位 
であらわしまず。 

この値がかさいほど大きな化力が得られまず 
が、アンプにかかる負担は増えまず。本機が 
対応しているインピーダンスのスピーカーを 
お使いください。 


□ ち接続は正しし1ですか 
□ 取扱説明書に従って正しく操作していますか 
□ スピーカーやプレーヤーは正し<動作していますか 

本機が正常に動作しないときは、々の表に従ってチェックしてみてください。 

なお、この表の各項にも該当しない場合は本機の故障とも考えられまずので、お買い上げの販売店じご相談ください。 

もし、お買い上げの販売店でお分かりにならない場合は、お近くの株式会社マランツコンシューマーマーケティングの各営業所、 
サービスセンターじご連絡<ださい。 


または当社の 


保護回路 

何6かの原因で過負荷や過電圧などの異常が 
起きたときに、本機の電源をスクンバイ状態 
にずる機能でず。過負荷や過電圧か6本機巧 
部の回路の破損を防ぎまず。 


症が 

原因 

巧策 

関連ページ 

電源が入らない。 

•電源コードが抜けている。 

. 電源コードの接続を点横してください。 

に 


• スタンパイ状態になっている。 

.本体の入力切り替えつまみを◎すかリモコンの POWER 
ON ボタンを押してください。 

じ 


•保護回路が動作している。 

•スタンバイ表示が点滅している場合は一旦電源をオフに 
して 1 分 W 上待ってか 6 電源を入れ直してください。 

10 

電源は入るが、スピーカーか 6 音 

• スピーカーの接続が不完をである。 

• スピーカーの接続を点検してくださし''。 

11 

が化ない。 

• 入カコードの接続が不完全である。 

• 入カコードの接続を点おして<ださい。 

11 


•入力切り替えつまみの位置が不適当である。 

•入力切り替えつまみを正しい位置に合わせてください。 

13 


• 音量調節つまみが帝^ってある。 

•音量調節つまみを調節して<ださい。 

13 


• スピーカー切り替えスイッチの設定がオフに 
なっている。 

•接続しているスピーカー端すのスピーカー切り替えス 
イッチをオンじしてください。 

13 


• スピーカー切り替えスイッチの選択が不適当で 
ある。 

•接続しているスピーカー端すのスピーカー切り替えス 
イッチをオンじしてください。 

13 


•ミュート機能が動作している。 

• ミュート表示が点なしている場合はリモコンの MUTE ボ 
タンを押してミュートを解除してください。 

13 

音量が自動的にさがってしまう。 

•保護回路が動作している。 

•一旦電源をオフにして1分 W 上待ってか6電源を入れ直 
してください。 

10 

片側のスピーカーか 6 しか音が化 

• スピーカーの接続が不完全である。 

• スピーカーの接統を点検してくださし''。 

11 

ない。 

• バランスつまみの位置が正しくない。 

•パランス調整つまみを正しい位置に台わせてください。 

13 

左ちの音が入れ替わっている。 

• 左ちのスピーカーまたは左ちの入カコードの接 
続が逆じなっている。 

•正しく接続し直してください。 

11 

レコード再生中にノイズが化る。 

• レコードプレーヤーのアース線がかれている。 

• PHONO GND 端子への接続を点検してください。 

11 


• PHONO 入力端子の接続が不完全である。 

• PHONO 入力端子の接続を点検してください。 

11 


• レコードプレー中一のおくにテレビなどがあり影 
響を受けている。 

•設置位置を変えてみてください。 


レコード再生中に音量を上げると 

• レコードプレー中一とスピーカーがおずぎる。 

• できるだけスピーカーと離して設置してください。 

— 

ハウリンク谓象を起こず。 

• レコードプレー中一の台や床が振動しやすい。 

• レコードプレー中一じインシュレーターがない攝合は、市 
販のインシュレークーを使用してください。 

— 

リモコンのボタンを押しても何ち 

•電池が切れている。 

•新しい電池に取り替えてください。 

7 

作動しない。 

• リモコンと本体が韶れすぎている。 

•本機におづいて操作してください。 

7 


• リモコンと本体の間に障害物がある。 

•障害物を取り隙いてください。 

7 


•違うボタンを押している。 

•正しいボタンを押してください。 

9 


•電池が正しい極性(©と ©) で人っていない。 

•正しい極性で電池を入れてください。 
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ほ証と修理について 


U 偏正書 

この製品には保証書が添付されておりま 
ず。保証書は、おず「販売店名'購入日」な 
どの記入をおかめて販売店から受け取って 
いただき、内容をよくお読みの上、大切に 
保管してください。_ 

保証期間はこ'購入曰か51年間です。 

巧証巧囲中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていた 
だきまず。詳しくは、保証書をご覧ください。 

縁説 

保証書が添イ寸されない場合は、有料修理じなります 
ので、ごを意<ださい。 

偏正巧囲経過をの修理 

修理じよって機能が維持できる場合は、お客 
様のご要望じより、有料修理致しまず。 

有料修理の料金じついては、『製品のご相談と 
修理.サービス窓□のご案内』じ記載の、おお 
くの修理巧談窓□へお問い合わせください。 


□修理を依巧されるとを 

修理を巧おされる前に 

•取扱説明書の『故障かな？とおったら』の項 
目をご確認ください。 

•正しい操作をしていただけずに修理を依頼さ 
れる場合がありまずので、この取扱説明書を 
お読みいただき、お調べください。 


□巧巧の隐に連結していただをたい 

•おを前、ご住所、お電話番号 

•製品を . 取扱説明書の表紙に表示し 

ていまず。 

•製造番号…'…保証書または製品背面（ま 
たは底面や側面）じ表示して 
いまず。 

•できるだけ詳しい巧障または異常の内容 

補修部品の巧ち巧巧 

本磯の補修用性能部品の保有期聞は、製造 

打ち切り後8年でず。 

お客様の個人情巧の保護に 
ごいて 

•お客様じご記入いただいた保証書の控え 
は、保証期聞巧のサービス活動およびそ 
の後の安全点お活動のためじ記載内容を 
利用させていただく場合がございまずの 
で、あらかじめご了承ください。 

•この商品に添付されている保証書によつ 
て、保証書を発行している者（保証責任 
者）およびそれ！; a 外の事業者に巧ずるお客 
様の法律上の権利を制限ずるものではあ 
りません。 


修理を依巧をれるとき 

•添付の『製品のご相談と修理.サービス窓 □ 
のご案内』に記載の、お近<の修理ち談窓 □ 
へご相談 < ださい。 

•修理を依頼されるときのた制こ、捆包材は保 
存しておくことをおずずめしまず。 
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をな仕様(仕様-か新寸細) 


•定格出力： 70 W X 2(8 0負荷） 

(20 H 之一 20 kHz 両 ch 同時驅動） 100 W x 2(4 Q 負荷） 

•全高調渡歪率： 0.0296 

(20 Hz - 20 kHz 兩 ch 同時驅動、8 Q 負荷） 

• 出力帯域幅： （8 0負荷、0.0目％) 5 Hz - 60 kHz 

•周波数特性： （ CDJW 、8 0負荷） 5 Hz - 100 kHz ± 3服 

• ダンピングファクター: 100 


(8 0負荷、 40 Hz - 20 kHz ) 

• 入力感度/入カインピーダンス 

PHONO ( MM ) : 2 mV /47 k 0 

CD 、 TUNER 、 AUX / DVD 、 RECORDER ： 200 mV /20 k Q 
POWER AM 尸 DIRECT IN : 1.6 V /1 己 k 0 

• 出力電圧/出カインピーダンス 

PRE OUT 1 .6 V /600 Q 

•PHONO 最大許容入力 （1 kHz ) 


MM : lOOmV 

• RIAA 傾差に OH 之一 20 kHz ) : ± 0.5 服 

• S/N 比 


(IHF A ネットワーク、 8 0 負荷） 

PHONO ( MM ) : 

PM 8004 87 服 (5 mV 入力、 

尸 M 7004 85服(加 V 入力、 

CD , TUNER 、 AUX / DVD 、 RECORDER ： 


1 W 化力) 
T WW*) 


PM 8004 
尸 M 7004 

POWER AMP DIRECT IN : 
• I —ンコント □ —ル 
巨 ASS (日 OHz ) : 
MIDOOOHz ) : 

TREBLECI 日 kHz ) : 

• 電源電圧： 

•消費電力 (J 6006 5) : 

• 待機消費電力： 

• 質量(本体）： 

PM 8004 : 

PM 7004 : 


106 dB (2 V 入力、定:格化力) 
104 dB (2 V 入力、定:格化力) 
12巳 dB (定格化力） 

± lOdB 
± 6 d 巨 
± lOdB 

AC 100 V 、 己 0/60 H 之 

200 W 

0.3 W 

12.2!<呂 
10.51<呂 


f ※仕様および外観は改良のため、予告なく変 

要ずることがありまず。 

※本機を使巧できるのは日本国内のみで、外 
^国では使用できません。_ 


※本機は国内仕様です。 

必ず AC 100 V のコンセントじ電 
源プラグを差し込んでご使用くだ 
さい。 AC 100 V W 外の電源には 
鮑対に接続しないでください。 


司 















主な仕様【仕様-か規寸ま回) 


索引 


オートスタンバイモード…… 
音量調節つまみ ( VOLUME ) 


接続 

再生機器 . 

•Xb* —力一 . 

接綱こ使巧するヶースレ…’ 

電源コード . 

録音機器 . 

ソース ダイレクト スイ、 ソチ 
(SOURCE DIRECT ). 


バランス調節つまみ （ BALANCE ) 
パワーアンプダイレクトスイ 、ソチ 

(POWER AMP DIRECT ). 

プリアウト端す (PRE OUT ) •…•… 

ピンプラグケープル . 

保護回路 . 


リモコン 


卸な 


人力切り替えつまみ （INPUT SELECTOR ) •…8,13 


低音調節つまみ （ BASS ) 
中音調節つまみ （ MID )"’ 

,、 電源コード . 

八八 


\/ 傾は 


D ：^ た 


> PM 8004 (単位： mm ) 


• PM 7004 (単位： mm ) 


巧 


S W ^ 


の 


MBIT 



6 


0：^あ 


音質の調整 . 13 

音量の調節 . 13 

風か_ 

乾載也 . 7 

高音調節つまみ ( TREBLE ). 8,13 

屈"を_ 

消音 ( MUTE ). 8,13 

スピーカーケーブル . 10.11 



110 2 1 
0 - 


3 4 0 5 9 

^ ~ ^ ~ ^ ~ ^ ~ 7» 
8 • 8 , 




9.014 


3 3 2 
8 • 8, - 
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お客様ご相談センター 


巧 （03) 3719-3481 

ごネ目談受付時間 

9 ： 30- 12 ： 0013 : 00- 17 : 00 
(±日祝日当社休日を除く） 


修理に関しましては添付の「 製品のご相談と修理.サービス窓口のご案内」 をご覧くださし、。 


株式会社マフンツ〕ンシュ-マ-マ-ケティング 


当社の最新情報をインターネット.卜でご覧ください。 

http :// www . marantz.Jp 


Printed in China 54111049101 1M 





